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仲山姉妹渡邊有紀

菊地敦己（アートディレクター）

鈴木理策（写真家）

竹内万里子（写真評論家）

野口里佳（写真作家）

町口覚（アートディレクター）
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< 敬 称 略 >

進行：菅沼比呂志 ／ ガーディアン・ガーデン

　  プランニングディレクター

■投票、そしてGP決定

ここで各審査員にGP候補を2名ずつピックアップしてもらった。その結果は……

菊地／渡邊　仲山

鈴木／渡邊　中山

竹内／渡邊　仲山

野口／渡邊　仲山

町口／渡邊　仲山

これを集計すると、

渡邊5票／仲山4票／中山1票

　「では、渡邊さんと仲山さんの2人に絞って審議してよろしいでしょうか」と菅沼さんが進行。各審査員に応援演説をしても

らった。野口さんが「私は写真にはいろんな役割があると思うので、形式に囚われずに決めたい」と仲山さんを推す。すると、鈴

木さんが「2名を選んだうちの順番はどうだろう」と言えば、菊地さんが「うーん、2人とも全く違う表現だけに順番をつけるの

は難しい」と悩み、町口さんが「新しい審査の場として写真とか、そうでないとかにこだわる必要があるのか」と問題提起し、竹

内さんが「「1_WALL」の写真部門の価値をどこに置くのかということでもある」と、あえて写真へのこだわりを見せる。ここ

で進行の菅沼さんが「シンプルに、だれの個展が見たいかという観点で決めてもいいと思う」と述べるが、みんな絞り込めな

い。仲山さんに票を投じていない鈴木さんにその理由を聞くと「あえて写真の枠で語る人でもないと思う。一方、渡邊さんは写

真を撮る落とし所がブレない人。そういう意味で個展を見たい」と語る。続けて竹内さんが「こういう時代だからこそ一つのメ

ディアと愚直に向き合う先に見えるものを信じたい」と渡邊さんを推す。菊地さんは「シンプルに何を見て何を撮ったのかを

大切にしたい。仲山さんの写真表現は新しくて面白いと思う」と、仲山さんを推す。町口さんは「いままでの文脈で写真集を作

るとすると、渡邊さんだと思う。しかし、新しくなった「1_WALL」でGPを選ぶとすれば、可能性を感じる仲山さん」と、仲山さ

んへ。野口さんも『ひとつぼ展』の最初の頃は、ワクワクするいろんな写真表現があった。仲山さんの写真を見たとき、そんな楽

しい、面白い気持ちを思い出した」と、仲山さんへの思いを語る。

なかなか決めきれず、一度休憩をはさんだ後、菅沼さんが「では、この2人のどちらかに票を投じてもらいます」と決選投票が

行われた。結果は、渡邊さん2票、仲山さん3票。この瞬間、GPは仲山さんに決まった。会場から自然と拍手が起こり、すぐに割

れんばかりの拍手が会場を包んだ。審査員の鈴木さんから仲山さんへトロフィーが贈られ、 仲山さんが「がんばります。あり

がとうございました。」とコメントし公開二次審査会は終了した。

■審査会を終えて、出品者の声

渡邊有紀さん：

「とっても残念でした。でも、間近で審査を見ることができて良かったです。自分に対していろいろ言われたことは、すごく的確なことだと思えることばかりでした」。

中山史崇さん：

「展示できて幸せでした。ポートフォリオレビューは良いシステムだと思います」。

佐藤航嗣さん：

「審査は楽しかった。自分の写真について考える良い機会になりました。『1_WALL』に出品して良かったです。写真をやる人は一度は応募したほうがいいと思います」。

仲山姉妹さん：

「自分では誰にも負けない写真を撮っているつもりですが、正直、写真をメインに作品づくりしているわけではないので、GPは獲れないと思っていました。でも、やはり写

真でしか表現できない内容もあるし、今回がそれでした。GPに選ばれて良かったです。1年後の個展の舞台は歯医者を予定。もちろん、“写真メインで行きます”と書いてお

いてください」。

矢島陽介さん：

「残念な結果だったけど、審査を間近に見てすごく良い経験になりました。自分の写真をどう伝えるか、人がどう感じるかを考える良い機会でした。これからも頑張りたいで

す」。

大丸剛史さん：

「今の自分に足りないものがたくさんあるんだなと教えてもらいました。今回言われたことを自分なりに咀嚼して、今後も撮り続けていきたいです。写真が好きなので」。

<文中一部敬称略　取材・文／田尻英二>

GRAND  PR I ZE

仲山姉妹

写 真 表 現 に 新 し い 一 石 を 投 じ た 作 品 が

初 代 写 真「 1 _ W A L L 」グ ラ ン プ リ を 獲 得 ！
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■審査員の感想、そして審議

　6人の出品者がプレゼンテーションを終え、進行役の菅沼さんが改めて「この場所では新しい写真表現を

発掘し、これから伸びていく才能を応援していきたい」と、リニューアルした写真「1_WALL」の趣旨を説

明。続いて審査員一人ひとりにプレゼンテーションを聞いた感想を語ってもらった。鈴木さん：「みんな、

ポートフォリオ作りが上手。写真をどう見せるかという腕は上がっている。一方で写真を撮ることの大切さ

や、現場が疎かになっているかも」。菊地さん：「この6人は激戦を勝ち抜いた人ばかり。展示が下手な人もい

るが、この審査では展示以外の部分でも評価したい」。竹内さん：「みんな、そこそこ見せ方はうまい。自分の

感覚から出発している人が多いが、肝心なのはそこからもっと深く考えること」。野口さん：「私自身、『ひと

つぼ展』で賞をいただいた。今日はGPを選ぶというより、将来の同志を見つける気持ちできた」。町口さん：

「30人と面談するポートフォリオレビューは体力がいるが良い試み。直接話すことで、写真からは見えない

出品者本人の考えがわかった」。

　この後、出品者一人ひとりに対しての感想を語ってもらった。まずは、渡邊さんの作品について。菊地さん

が「写真がうまい人。そして自分がやっていることを良く解っていると思う。しかし、もっと厳しさがほし

い」と注文を付ければ、野口さんは「ポートフォリオ作りも写真展示も、隙がないほどうまい。しかし、良い

作品はどこかに隙があるもの」と辛口のアドバイス。竹内さんも「うまい写真が撮れてしまう人。しかし、GPを獲ったなら自分で作品を編集していく厳しさが必要。そのと

き、成長する可能性がある」と同調しながら1年後の個展を楽しみにする。「自分と外部との関係をはかる力は安定している。一方、本人に判断がつかない局面の力も見てみ

たい」とは鈴木さん。

　中山さんの作品について。町口さんが「ポートフォリオも写真展示も思い込みが強く押しつけがましく思えた。見せ方と

しての工夫がほしい」と言えば、鈴木さんは「写真の黒をプリントで出すのは難しい技術。その点では評価したいが、展示に

もこだわってほしかった。本人が一番大切にしたい部分が展示で感じられなかった」と、残念そう。「写真の黒をきちんと見

せたいなら、黒いマットの台紙は必要なかった。思うようなライティングができなかったとのことだが、実際の現場では

100％の展示はあり得ないので、ピンチをチャンスに変える工夫があれば良かった」とは野口さん。

　佐藤さんの作品について。鈴木さんが開口一番「ポートフォリオのほうが良かった。ランダムな写真があり“彷徨っている

感”があった」と写真選びに言及すれば、町口さんも「ポートフォリオを見て編集センスがある人だと思った。しかし、展示作

品では、その良さが失われていて、インパクトがなくなった」と同意見。野口さんは「私はポートフォリオで推した作品。彼の

写真には何かがあると思う」と魅力を語る。

　仲山さんの作品について。「最初から一番好きな作品。ポートフォリオを見たとき、これまで見たことのない写真だと思っ

た。作品の説明の仕方も自分の言葉で話していて、好感がもてる。早く新作が見たい」と野口さんが褒めれば、町口さんは「世

に出る人間はラッキーな人が多い。そういう意味では写真家として、おじいさんが亡くなった事実はラッキーと捉えること

ができると思う」と、運の良さも強調。竹内さんが「一見ほのぼのとした写真だけど、ただ可愛いだけでなく、現実にコミット

する力をもっている」と評価し、菊地さんは「将来ではなく、今すでに作家だと思う」と太鼓判を押す。

　矢島さんの作品について。菊地さんが「ポートフォリオには人物や風景、部屋の空間などがランダムにあって、ある種の欠

落感が良かった。展示で人物の写真だけに絞って単調になった」と指摘すれば、町口さんも「一枚一枚の写真は人が強く写っ

ている。しかし、ポートフォリオにあった“混在した間”がなくなってしまった」と同じ感想。「展示では、初めて見た人がど

う思うかを大切にしなければいけない。それが感じられなかった」とは鈴木さん。

　大丸さんの作品について。竹内さんが「この6人の中では唯一、対象を写すことから出発している人。ダイナミックでスパンの長い視野をもっているところが面白い」と言

えば、鈴木さんは「すごく好感がもてるが、プリントがあまり良くない。大きくプリントしたときの見え方にも気を配るべき」とアウトプットに注文を出す。「1点1点の写真

は優しい写真。残るもの、残らないものなど連続したコンセプトを無理に作るのではなく、素直に写真を見せればいいと思う」と菊地さんがアドバイスすれば、「写真1点1

点は良いが作品と呼べるものかどうか」とは野口さん。

ずっと写真を撮る理由をさがしていた。4、5年前、たまたま旅先で撮ったのが展

示した木の写真だが、これを自分が撮れたことがうれしくて感動した。「何かと繋

がっていたい」写真を撮る理由が解った。これで、自分の写真が好きだと胸を張っ

て言えるようになった。

〈質疑応答〉

●竹内：「CONTACT」というタイトルの意味と、3点の写真を展示した理由は？

○渡邊：「何かと繋がっていたい」という気持ちをタイトルに込めた。自分にとっ

て大切な写真であり、力のある写真を選んだら、この3枚になった。

●菊地：自分の写真の良さや特徴を言葉にすると？

○渡邊：自分でもまだよく解っていなくて、ちゃんと言葉にすることができない。

●町口：ポートレートは数多く撮っているのに、なぜ展示した1点を選んだのか？

○渡邊：一人の人と正面から向き合って撮りたいと思い、「これだ」と思えた写真。

写真の人は私のおじいちゃん。この作品をつくるきっかけは、「余命少ないおじい

ちゃんを何も理解しないままに失うのか」と思ったこと。そう考えると怖くなり、

必死で作品をつくった。先週、おじいちゃんは亡くなった。段々おじいちゃんを思

い出せなくなっていく。

〈質疑応答〉

●竹内：もしGPを獲ったとして、1年後の個展プランは？

○仲山：何かを失ってバランスを崩した人、そんな何かを乗り越えた人を作品に

したい。

●鈴木：ポートフォリオの中から展示作品としてこの2枚を選んだのはなぜ？

○仲山：被写体のおじいちゃんと病院で話していたが、そのイメージが最も強

かったもの。

●野口：テキストを手書きにしたのはなぜ？

○仲山：今回の作品は記録するというコンセプトなので、メモ帳に近いカタチに

した。

■ 出 品 者 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と 質 疑 応 答 の 概 略
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大丸剛史佐藤航嗣 Ko j i  Oma r uK o j i  S a t o

人間をオブジェや化石のように感じる瞬間や、自然の中から生命や感情を感じ

る瞬間に違和感を覚える。この感覚を写真で表現する時に、現実なのにあたかも

作られたような瞬間を狙って撮っている。たくさんの写真を使って一つのオブ

ジェを作る気持ちで展示した。

〈質疑応答〉

●菅沼：コメントにあった「オブジェ」や「化石」とは、どんなイメージなのか？

○佐藤：これまでにずっと見てきたものが自分の想像をかけ離れたものに見え

た瞬間。

●町口：今回の展示で黒い額縁を選んだ理由は？

○佐藤：ドライな印象にしたいと思ったことと、自分の好みの色が黒であること

から。

自分が存在していなかった昔の生活に興味があり、貝塚を撮り始めて1年半にな

る。古代生活や遺跡への関心から転じて、我々の生活の痕跡であるゴミが打ち捨

てられた山林に目を向ける。撮影を続けるうちに、時間や土地にどのように埋も

れていくのかが気になった。

〈質疑応答〉

●鈴木：ポートフォリオの新作では、あまりゴミが見えない風景が増えているが？

○大丸：写真を撮り進める過程も大切にしたいと思い、自分の見たままを撮って

いる結果。

●竹内：ポートフォリオでは「暴く」というのではなく「見つめる」と言っているが？

○大丸：自分が山を歩いていて、ふと目に入った風景も撮っていきたいと思って

いる。

矢島陽介中山史崇 Yosu k e  Y a j i m aF um i t a k a  N a k a y ama

この作品は、空間の死と時間の死を同時に写し込んだ写真。ここに写る団地がで

きて50年が経過し、この街ほどの大きさの空間が死んだ。そして、そこに流れた

時間をも殺してしまった。空間の死は時間の死であることを、この写真を通して

体験してもらいたい。

〈質疑応答〉

●鈴木：ライティングをせずに展示しているのはなぜ？

○中山：全体を真っ暗にしてピンスポットで展示したかったが、ライティングは

できなかった。

●野口：ほとんど黒い写真に、黒の台紙を使用しているのはなぜ？

○中山：写真を見てもらうのではなく体験してほしくて、写真との境界をなくし

たかった。

今という瞬間は過去と未来の線上にあるのではなく、前も後ろもない圧倒的な

「点」の上にあると思える。まるで切り立った崖の上にあるようなもの。希望でも

絶望でもない、この作品は単なる今という世界の断片を切り取り、ただそれを提

示した。

〈質疑応答〉

●鈴木：ポートフォリオには風景や人物があるが、展示で人物だけに絞った理

由は？

○矢島：この展示では絶望でも希望でもない、着地しない感じを出したかったから。

●鈴木：プリントを断ち落とすでもなく、印画紙を見せた状態で額装した意図は？

○矢島：写真を標本みたいに見せたかった。


